
 

な
ど
を
案
内
し
ま
し
た
。 

よ
う
ど
れ
館
前
広
場
で
は
、
テ
ン
ト
が
張
ら

れ
、
お
茶
や
お
菓
子
な
ど
が
振
る
舞
ま
わ
れ
て
、

ウ
ォ
ー
カ
ー
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
（
粟
森
）。

        
 

城
間
・
屋
富
祖
の
地
域
散
策

を
実
施
し
ま
し
た
！ 

 

２
月
２
２
日
（
日
）
に
、
う
ら
お
そ
い
歴
史

ガ
イ
ド
友
の
会
主
催
で
、
毎
年
恒
例
の
地
域
の

文
化
財
を
あ
る
く
イ
ベ
ン
ト
『
地
域
散
策
』
を

今
年
は
城
間
・
屋
富
祖
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
で
の
出
発
で
し

た
。
６
８
名
の
参
加
の
下
「
お
も
ろ
さ
う
し
」

に
も
謡
わ
れ
た
由
緒
あ
る
村
で
あ
る
城
間
・
屋 

 

うう
らら
おお
そそ
いい
歴歴
史史
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て
だ
こ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
５

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

７
千
人
以
上
が
参
加
す
る
県
内
最
大
規
模
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
て
だ
こ
ウ
ォ
ー
ク
２

０
１
５
』（
主
催:

同
大
会
実
行
委
員
会
・
共
催:

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
が
２
月
７
日
・
８
日
の
両

日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
キ
ロ
か
ら
４
５
キ
ロ

の
５
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
土
・
日
の
ツ

ー
デ
ー
マ
ー
チ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー

コ
ー
ス
、
歴
史
め
ぐ
り
コ
ー
ス
な
ど
を
歩
き
ま

し
た
。
沿
道
で
は
市
内
各
自
治
会
に
よ
る
、
飲

料
水
や
黒
糖
な
ど
の
「
お
も
て
な
し
」
が
あ

り
、
よ
り
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
は
、『
て

だ
こ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
５
』
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
組
踊
の
創
始
者
で
あ
る
「
玉
城
朝

薫
の
墓
」、
第
二
尚
氏
王
統
七
代
の
尚
寧
王
の

命
に
よ
り
造
ら
れ
た
、
「
浦
添
城
の
前
の
碑
」

（
首
里
か
ら
浦
添
グ
ス
ク
ま
で
の
道
路
竣
工

記
念
碑
）、
「
仲
間
あ
さ
と
原
の
印
部

シ

ル

ベ

土
手

ド

テ

）」 

 浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

【
開
館
時
間
】 

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】
月
曜
日
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
を
中
心
に
浦
添

の
史
跡
・
文
化
財
の
案
内
を
致
し
ま
す

(

有
料
）
。
時
間
・
コ
ー
ス
も
相
談
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

※
浦
添
大
公
園
の
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
グ

ス
ク
や
市
内
文
化
財
を
紹
介
す
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
（
ガ
イ
ド
の
解
説
あ
り
）
。 

 

 

富
祖
の
集
落
を
歴
史
ガ
イ
ド
が
説
明
を
し
な
が

ら
、
参
加
者
と
と
も
に
歩
き
ま
し
た
。 

城
間
は
む
か
し
城
間
村
と
又
吉
村
が
、
屋
富

祖
は
屋
富
祖
村
と
親
富
祖
村
が
合
併
し
て
で
き

た
村
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
多
く
の
御
嶽
や
殿

ト
ゥ
ン

が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
地
域
で
し
た
が
、
戦
後
軍
事

基
地
へ
の
接
収
お
よ
び
開
発
に
よ
っ
て
地
形
が

変
わ
り
、
当
時
の
面
影
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
く
に
城
間
村
は
、
尚
灝

シ
ョ
ウ
コ
ウ

王オ
ウ

が
静
養
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
冊
封
使
が
来
琉
し
た

際
に
は
薩
摩
の
役
人
が
隠
れ
た
地
域
で
も
あ
る

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
歴
史
ガ
イ
ド
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
屋
富
祖
の
御
願
所
の
ガ
ジ
ュ
マ

ル
、
城
間
と
屋
富
祖
に
あ
る
「
お
も
ろ
の
碑
」
、

軽
便
鉄
道
の
線
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
等
を
歩

き
ま
し
た
（
古
波
蔵
）
。 

       

屋富祖の御願所のガジュマル 

約 500 ㎡の拝所には樹齢 100 年を越す

大きなガジュマルがあります。浦添市

の天然記念物に指定されています。 

仲間あさと原の印部土手のハル石 

印部土手（しるべどて）は、検知・

徴税のための土地測量で使われた

基準点で、その中央部に立てられた

石は「ハル石」と呼ばれました。 


